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 吹奏楽部・コーラス部 第２４回定期演奏会  

  先月５月１９日（日）にアルカスＳＡＳＥＢＯ大ホールにて、 

吹奏楽部・コーラス部第２４回定期演奏会が開催されました。当日 

は美術部作成の立て看板がお客様をお迎えし、２階ホワイエにおいて 

も書道部の作品展示が行われました。耳で楽しむ演奏だけでなく、目 

でも楽しめる作品展示があったことで、よりお客様に楽しんでいただけ 

たように思います。                                              吹奏楽部 

今回の演奏会は第１部前半のコーラス部から始まり、今話題のディズニー映画「アラジン」から「ホール・ニュー・ワールド」や

長年愛されてきた合唱曲「Believe」等が歌われ会場全体が美しいハーモニーに包まれました。第１部後半からは吹奏楽部が、

２０１９年度吹奏楽コンクール課題曲「行進曲 道標の先に」や「エル・カミーノ・レアル」等、吹奏楽のオリジナル作品を中心に

演奏しました。第２部では「Ｒｏｃｋコレクション」や「キャラバンの到着」等ポップスの曲を演奏しました。また、最後の２曲とアンコ

ールでは佐世保商業高校吹奏楽部と佐世保工業高校吹奏楽部の皆さんにも出演していただき、大いに盛りあがることができ

ました。ご来場いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。                        （吹奏楽部顧問 林田）  

自由と我儘
わがまま

 

校 長 宅島 健司

さる６月１４日（金）九州地区高等学校長人権教育研究協議会で、元長崎県教育次長で、現在長崎県社会教育

委員連絡協議会会長 江頭 明文先生による「そして“じんけん”を想う」という題の講演を拝聴しました。聴

者全体が私も含めて９０分間講演に集中していたと思います。内容は、「少子高齢化は社会構造の変化も含めて

社会問題であるが、人権問題でもある。」というものでした。昨今、空き家や高齢者だけが住んでいる家が増え、

独居老人も急激に増加しています。その中には、亡くなっても気づかれない人の死が増えています。 

人権とは「自分らしく生きる権利であり、自分らしく死ぬ権利である」と同時に、「人間らしく生きる権利で

あり、人間らしく死ぬ権利である」という言葉に、多くのことを考えさせられました。人は生まれながらにして

自由、平等であり、幸せで健康に生きる権利を持っています。世界人権宣言の第二条に「すべての人は、人種、

皮膚の色、性、言語、宗教、政治上その他の意見、国民的若しくは社会的出身、財産、門地その他の地位又はそ

れに類するいかなる事由による差別を設けることなく・・・」とあります。にもかかわらず、現実には多くの国、

多くの人と人がかかわりをむすぶ場面で、差別があり、いじめが存在し、人が傷つけられています。 

ネットや SNS の世界では、毎日誰かを標的とした誹謗中傷が行われ、人に対する非難の文字が、これでもかと

ばかりに溢
あふ

れています。匿名性にその要因の一端があるのかもしれませんが、私は、皆さんにはそれに参加する

人にはなってもらいたくありません。人には好き嫌いがあります。人はそれぞれ好きになる食べ物や音楽・アー

ティストや映画・アクターやスポーツ・アスリート等が違いますが、それは違っていいのです。それと同じよう

に、人が人と接するにあたって、好き嫌いがあることを否定することはできません。また、合う合わないがある

ことも否定できません。私にもあります。 

しかし、嫌いだからといって、その人に何かをしていいわけではありません。合わないからといって、何かを

することは許されません。人はそれぞれ違っていて、違ったものを好きでいられる自由を持っています。同様に、

他の人もあなたと違ったものを好きでいられる自由を持っています。他人の好きなものを手に入れたところで私

は幸せにはなりません。その自由は人によって違っていいのです。西高に７１６名の生徒がいますが、自分の自

由を認めてほしければ、他の７１５名の自由も認めなければなりません。論理的には、西高では７１６分の１の

自由しか自分にないことになります。ほんのちっぽけな自由と感じるかもしれませんが、それはかけがえのない

自由です。その自由は他人から侵されない自由です。要するに、自分の自由を認めてほしければ、他人の自由を

認めざるを得ないということです。だから、他人に配慮することが必要なのです。自分が他の人の自由を侵さな

いようにするためです。びくびくして過ごせと言っているのではありません。少なくとも人の傷つくようなこと

は言ったりしたりしてはならないのです。それは、自分の自由だけを認めさせ、他人の自由を侵すことになるか

らです。 

現１万円札の肖像画の福沢諭吉は、『学問のすすめ』の中で、「自由と我儘
わがまま

の 界
さかい

は、他人の 妨
さまた

げを為すと為

さざるとの間にあり」と書いています。 

冒頭の江頭先生の講演は、次の言葉で終了しました。「１ 自尊感情とアイデンティーの基盤を育む教育 ２ 

豊かな人と人とのかかわりを育む教育 ３ 自分らしく生きる基盤を育む教育が、これからの教育には必要だと

思います。」 

 育友会総会  

５月１１日（土）、本校体育館において「平成３１年度育 

友会総会」が開催されました。今年度の出席者数は５４０名、 

そして１３日（月）に行われた報告会も併せると５９４名と 

なり、出席率は８２.８％でした。毎年高い出席率を維持して 

おり、西高の保護者の皆様の本校に対する関心の高さがうか 

がえ、ありがたく思います。 

総会では平成３１年度役員選出、事業計画および予算等に 

ついて審議されました。また、総会後は学年育友会や学級懇 

談会、部活動保護者会が実施され、それぞれの会において情 

報を交換することができました。保護者の皆様からいただいた御意見や御要望等につきましては、今後の学校運営

に生かしていきたいと考えております。なお、駐車許容数の関係で車でのご来校をお断りしなければならなかった

皆様に対し、改めてお詫び申しあげます。  （教務主任 宮地和則） 

《６・７月の行事予定》 
２７ （木） 前期中間考査（～７/２）、学年育友会（１・２年） 
２ （火） 全国大会他壮行会 
６ （土） 進研記述（全学年） 
７ （日） 進研記述（３年） 
８ （月） 三者面談（～１２日） 
１１ （木） 生徒会役員選挙 

（平成３１年度 新役員） 

会 長 山中隆常 

副会長 岩田雄次郎 池田利輝 

福山美奈 

顧 問 喜多良平 

監 事 井手隆司 芥川圭一郎 

学年委員長 永田 秀人 浦 毅 山口 豊 

理 事 田島浩二 武田祐子 

江口昇 青﨑貴子 丸田環 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～令和元年度第 71 回長崎県高等学校総合体育大会結果～ 

高総体総合開会式 
 

 

  

 

 

＜女子ハンドボール＞ 優勝 (決勝は対清峰)   

インターハイ出場！！  
 

＜男子ハンドボール＞   第３位 (準決勝は対長崎日大)  

 

＜陸上＞男子  走高跳    第１位 小鳥居勇太（北九州大会・インターハイ出場） 

100ｍ   第６位 笹浦哲史 （北九州大会出場） 

        200ｍ   第２位 橋口悠祐 （北九州大会・インターハイ出場） 

400ｍ   第５位 橋口悠祐 （北九州大会出場） 

      4×400ｍR   第３位 笹浦、浦、緒方、橋口  （北九州大会出場） 

     女子 400ｍＨ    第２位 金子 鈴 （北九州大会・インターハイ出場） 

        400ｍＨ   第４位 古市 澪 （北九州大会出場） 

        走高跳  第３位 稲田沙紀、岩﨑  萌 （北九州大会出場） 

        三段跳  第６位 黒石るな  

       ７種競技  第６位 喜多ももか 

      ４×100ｍR  第６位 尾﨑、稲田、黒石、高田  （北九州大会出場） 

４×400ｍR  第５位 森、金子、高田、古市  （北九州大会出場） 

 

＜バスケットボール＞ 男子 ５７－８８ 長崎日大(１回戦）、女子 ６１－７６ 長崎北陽台（１回戦) 

 

＜バレーボール＞男子 ０－２ 長崎北（２回戦）、女子 ２－１ 島原農（１回戦）、０－２向陽（２回戦） 

 

＜サッカー＞     ０－３ 諫早（1回戦）   

 

＜ソフトボール＞   １－３ 島原工（１回戦） 

 

＜弓道＞ 男子団体：２次予選敗退 14/40 本   女子団体：１次予選敗退 14/60 本 

 

＜柔道＞  男子団体：予選敗退（長崎東）       

       男子個人：60ｋｇ級 河野 対五島（2回戦）1本負け 

66ｋｇ級 小川 対五島（1回戦）1本負け、松尾 対長崎東（2回戦）1本負け  

            73ｋｇ級 前田 対小浜（1回戦）不戦勝、 対瓊浦（2回戦）1本負け 

飯田 対日大（2回戦）1本敗退、金子 対鎮西（1回戦）1本負け 

女子個人 48ｋｇ級 佐々木 対長崎明誠（1回戦）1 本負け  

 

 

 

 ＜バドミントン男子＞  

団体戦：１回戦敗退（対長崎工） 

個人ダブルス：青木・高山ﾍﾟｱ １回戦敗退（対長崎鶴洋） 

鬼海・田島ﾍﾟｱ １回戦敗退（対青雲） 

堀下・森ﾍﾟｱ  ２回戦敗退（対瓊浦） 

個人シングルス：堀下 １回戦敗退（対長崎明誠） 

田島 １回戦敗退（対青雲） 

鬼海 ２回戦敗退（対瓊浦) 

 

＜ソフトテニス男子＞ 

団体戦：１回戦敗退（対島原商） 

個人戦：宮本・辻ﾍﾟｱ  １回戦敗退（対長崎南） 

中野・白川ﾍﾟｱ ２回戦敗退（対鹿町工） 

川﨑・川本ﾍﾟｱ ３回戦敗退（対島原工） 

前川・淺井ﾍﾟｱ ３回戦敗退（対佐工） 

吉田・岡田ﾍﾟｱ ４回戦敗退（対長崎南山） 

 

＜卓球男子＞   

団体戦：３回戦敗退 （対長崎工） 

シングルス：深田 １回戦敗退（対小浜） 

井口 ２回戦敗退（対諫早商） 

小田 ２回戦敗退（対長崎北陽台） 

橋本 ２回戦敗退（対鹿町工） 

岡田 ３回戦敗退（対長崎北陽台） 

大川 ３回戦敗退（対佐工） 

大宅 ４回戦敗退（対瓊浦） 

ダブルス：橋本・小田ﾍﾟｱ ２回戦敗退（対長崎明誠）  

大宅・大川ﾍﾟｱ ３回戦敗退（対鎮西） 

 

＜空手道＞ 男子個人組手 黒木 ０－８ 瓊浦（１回戦） 

男子個人形  黒木 ４－１ 長崎日大（１回戦）、０－５ 佐北（２回戦）ベスト８ 

 

＜体操＞  第 9 位 岡部 百永花 （九州大会出場）  

  

＜水泳＞  音成優虎  400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ ９位、200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ予選敗退 

 

 ＜ボクシング＞ 門 拓磨  判定負け 長崎東 第２位 （九州大会出場） 

 

＜バドミントン女子＞  

団体戦：３回戦敗退（対活水） 

個人ダブルス：林・田島ﾍﾟｱ  １回戦敗退（対長崎女子） 

徳田・平山ﾍﾟｱ１回戦敗退（対長崎北） 

真弓・巻澤ﾍﾟｱ ２回戦敗退（対大村） 

個人シングルス：徳田 ２回戦敗退（対長崎女子)  

巻澤 ２回戦敗退（対長崎鶴洋） 

真弓 ３回戦敗退（対長崎北陽台） 

 

＜ソフトテニス女子＞ 

団体戦：３回戦敗退（対諫早商） 

個人戦：吉原・高木ﾍﾟﾟｱ  １回戦敗退（対西彼農） 

松田・川原ﾍﾟｱ  １回戦敗退（対清峰） 

久家・下村ﾍﾟｱ  ２回戦敗退（対日大） 

若井・金﨑ﾍﾟｱ  ２回戦敗退（対諫早商） 

吉福・初田ﾍﾟｱ  ３回戦敗退（対北松西） 

中島・永木ﾍﾟｱ  ３回戦敗退（対諫早商） 

中野・河邊ﾍﾟｱ  ３回戦敗退（対大村） 

団長 教頭 舟越 裕  旗手 陸上部 笹浦哲史  

その他選手団 90 名 

ポスター図案  最優秀賞  諌山みのりさん 

＜卓球女子＞   

団体戦：１回戦敗退 （対瓊浦） 

シングルス：品川 １回戦敗退（対大村） 

森  １回戦敗退（対長崎北陽台） 
松尾 １回戦敗退（対中五島） 
里村 １回戦敗退（対鎮西） 
桑野 １回戦敗退（対長崎東） 
斉藤 ２回戦敗退（対諫早商） 

ダブルス：桑野・松尾ﾍﾟｱ １回戦敗退（対長崎東） 
斉藤・里村ﾍﾟｱ ２回戦敗退（対諫早商） 


